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明
治
22
年
2
月
1
日

国
府
津—

静
岡
間　

単
線
で
東
海

道
本
線
開
通

山
北
駅
１
１
７
名
で
営
業
開
始

運
転
本
数
は
上
下
線
各
4
本

30
年中

川
商
店
が
「
鮎
ず
し
弁
当
」

を
販
売
開
始

33
年
5
月

「
鐵
道
唱
歌
」
が
発
表
さ
れ
る

34
年
2
月
5
日

国
府
津—

山
北
間
複
線
化

大
正
12
年

特
急
の
運
行
開
始
に
伴
い

停
車
駅
と
な
る

昭
和
9
年
12
月
1
日

丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
い

山
北
経
由
は
御
殿
場
線
に
改
称

18
年
7
月
11
日

御
殿
場
線
が
単
線
運
転
と
な
る

30
年
9
月
1
日

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
運
転
開
始

10
月
1
日

小
田
急
線
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
特
急

を
乗
り
入
れ
開
始

43
年
4
月
27
日

国
府
津—

御
殿
場
間
電
化

急
行
「
ご
て
ん
ば
」
号
運
行
開
始

45
年
7
月
12
日

蒸
気
機
関
車(D

5
2
7
0
)

鉄
道
公
園
に
設
置

56
年
3
月

駅
構
内
の
南
側
（
万
随
側
）
に

裏
駅
を
設
置

63
年
4
月
1
日

南
北
に
跨
線
橋
が
架
設
さ
れ
る

平
成
21
年
2
月
1
日

山
北
駅
開
業
120
周
年
記
念
式
典

難所に備えた山北駅機関庫（現在の中央公民館付近）
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山
北
〜
沼
津
間
は
急
勾
配
が
延
々
と
続

き
、
強
力
な
補
助
機
関
車
な
し
で
は
越
え

ら
れ
な
い
東
海
道
線
一
の
難
所
で
し
た
が
、

ト
ン
ネ
ル
と
橋
梁
を
多
用
し
て
多
く
の
渓

谷
や
急
勾
配
の
地
形
を
克
服
し
ま
し
た
。

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
山
北
は
、
箱
根

越
え
の
基
地
と
な
る
東
海
道
線
の
要
衝
と

し
て
栄
え
、「
鉄
道
の
町
山
北
」
と
し
て

知
ら
れ
、
山
北
駅
に
は
、
駅
員
だ
け
で
も

１
０
０
人
を
越
え
る
人
員
が
詰
め
、
機
関

士
や
車
掌
な
ど
も
合
わ
せ
る
と
、
総
勢
約

６
０
０
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
駅
の
周

辺
に
は
鉄
道
官
舎
が
軒
を
連
ね
、
仮
装
行

列
や
お
花
見
な
ど
、
国
鉄
職
員
や
そ
の
家

族
を
中
心
と
し
た
多
彩
な
行
事
が
鉄
道
の

町
を
彩
り
ま
し
た
。

鉄
道
の
町
山
北

鉄
道
の
町
山
北

　

し
か
し
、
箱
根
の
山
越
え
は
困
難
で
あ

り
続
け
ま
す
。
馬
力
を
増
し
た
新
型
機
関

車
も
投
入
さ
れ
、
そ
れ
な
り
の
効
果
を
挙

げ
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
対
策
に
は
ほ
ど

遠
い
状
況
で
し
た
。

　

事
態
を
憂
慮
し
た
政
府
と
国
鉄
は
、
国

府
津
か
ら
小
田
原
、
熱
海
を
通
っ
て
沼
津

へ
抜
け
る
新
線
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

昭
和
９
年
、
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に

伴
い
、
国
府
津
か
ら
小
田
原
、
熱
海
を

通
っ
て
沼
津
へ
抜
け
る
線
が
新
し
い
東
海

道
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
北
駅
を
含
む
旧
東
海
道
線
は
御
殿
場

線
と
な
り
、
現
在
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

東
海
道
線
か
ら

　
　
　

御
殿
場
線
へ

東
海
道
線
か
ら

　
　
　

御
殿
場
線
へ

　

２
月
１
日
、
山
北
駅
前
広
場
で
山
北
駅

開
業
１
２
０
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

旧
国
鉄
職
員
で
構
成
さ
れ
る
健
鉄
会
の

会
員
が
、
現
役
当
時
の
制
服
を
着
用
し
て

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
鉄
道
模
型
や
懐
か

し
い
写
真
が
展
示
さ
れ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
な

ど
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
22
年
１
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
、
町
の
各
行
事
を
通
じ
て
「
鉄
道

の
町
山
北
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

120
周
年
記
念
式
典
開
催

120
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
21
年

３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

　

や
ま
き
た
桜
ま
つ
り

４
月
４
日
（
土
）

　

ソ
ー
ラ
ン
山
北
よ
さ
こ
い

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

４
月
29
日
（
水
・
祝
）

　

大
野
山
開
き

７
月
26
日
（
日
）

　

洒
水
の
滝
ま
つ
り

10
月
14
日
（
水
）
鉄
道
記
念
日
（
予
定
）

　

中
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
・
コ
ー
ラ
ス

　

ソ
ー
ラ
ン
山
北
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
他

11
月
上
旬

　

大
野
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
23
日
（
月
・
祝
）

　

山
北
町
産
業
ま
つ
り

平
成
22
年

１
月
31
日
（
土
）

　

記
念
イ
ヤ
ー
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト

　昭和６年頃の山北駅構内

　現在の御殿場線

式典で配布された記念台紙

山
北
駅
開
業
120
周
年

関
連
イ
ベ
ン
ト（
予
定
）
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２
月
14
日
と
15
日
、向
原
の
能
安
寺
で
世

附
の
百
万
遍
念
仏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
附
の
百
万
遍
念
仏
の
始
ま
り
は
約

６
０
０
年
前
の
南
北
朝
時
代
と
言
わ
れ
て

お
り
、
大
数
珠
を
巨
大
な
滑
車
に
取
り
付

け
て
何
人
か
の
引
き
手
が
交
代
し
な
が
ら

垂
直
方
向
に
回
転
さ
せ
る
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
行
法
で
す
。（
表
紙
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
）

　

１
時
間
に
も
及
ぶ
数
珠
回
し
が
終
わ
る

と
、
獅
子
舞
や
遊
び
神
楽
が
始
ま
り
ま

す
。

　

獅
子
舞
に
は
悪
魔
払
い
を
し
て
世
を
清

め
る
舞
や
、
諸
事
の
霊
を
清
め
る
舞
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遊
び
神
楽
に
は
世

を
和
や
か
に
す
る
舞
な
ど
が
あ
り
、
見
る

者
す
べ
て
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

大
数
珠
を
回
転
さ
せ
る
巧
者
の
わ
ざ
や

迫
力
の
あ
る
獅
子
舞
に
、
百
万
遍
念
仏
を

見
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
道
場
の
中
央
に
太
鼓
が
置
か

れ
、
太
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
念
仏
が
唱

え
ら
れ
ま
す
。
太
鼓
の
打
ち
終
わ
り
が

告
げ
ら
れ
る

と
、
疫
病
よ

け
に
な
る
と

い
わ
れ
る
縁

起
物
の
シ
メ

縄
を
、
集
ま
っ

た
人
々
が
奪

い
合
い
ま
し

た
。

獅子舞やひょっとこなどのユニークな神楽

見に来られた方も数珠回しを体験
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大
野
山
の
山
北
テ
レ
ビ
中
継
局
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
開
始
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ

ル
化
改
修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
継
局
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
工
事
は
３
月
中
に
終
了

し
、
４
月
か
ら
開
局
す
る
予
定
で
す
。

　

山
北
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
が
開
局
す
る
と
、
今
ま
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
清
水
・
三
保
地
区
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
が
可
能
と
な

り
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め

に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

の
使
用
や
、
現
在
使
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
に
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
を
取
り
付
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
に
は
、
特
別
な
ア
ン
テ
ナ
で
は
な

く
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
で
も
大
丈
夫
で
す
。
し
か
し
、
古
い

ア
ン
テ
ナ
な
ど
機
種
に
よ
っ
て
は
対
応
で

き
な
い
ア
ン
テ
ナ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
場
合
は
対
応
し
た

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
等

へ
の
取
り
換
え
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

　
　
　
　
　

視
聴
す
る
た
め
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

　
　
　
　
　

視
聴
す
る
た
め
に

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
に
あ
た

り
、
共
同
受
信
施
設
の
改
修
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

共
同
受
信
施
設
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
聴
の
場
合

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

外
の
共
同
受
信
施
設
の
場
合
は
改
修
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
、
故
障
修
理
等
を
行
っ

て
い
る
工
事
業
者
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

本
放
送
開
始
の
前
に
３
月
17
日
か
ら
試

験
電
波
を
発
信
し
ま
す
。
共
同
受
信
施
設

で
電
波
を
受
信
で
き
る
か
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

共
同
受
信
施
設
（
テ
レ
ビ
組
合
等
）
で

　
　
　
　
　
　

受
信
し
て
い
る
場
合

共
同
受
信
施
設
（
テ
レ
ビ
組
合
等
）
で

　
　
　
　
　
　

受
信
し
て
い
る
場
合

試
験
電
波
を
発
信
し
ま
す

試
験
電
波
を
発
信
し
ま
す

※
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
２
０
１
１
年

７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

※
平
成
19
年
12
月
号
の
広
報
や
ま
き
た
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

企
画
財
政
課
企
画
班

　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
５
２

総
務
省　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
電
話
）
０
５
７
０

−

０
７

−

０
１
０
１

　

２
月
５
日
、
２
０
０
８
年
山
北

の
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
考

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
も
応

募
可
能
と
な
り
、
町
内
外
の
方
60

名
か
ら
、
鮮
や
か
な
紅
葉
や
雄
大

な
る
景
色
な
ど
１
９
８
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
結
果
に
つ
い
て
は
広
報
や

ま
き
た
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
、

入
賞
者
は
や
ま
き
た
桜
ま
つ
り
期

間
中
に
表
彰
さ
れ
ま
す
。

右側が地上デジタル放送局舎
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公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
て
、
個
人

住
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方
は
、現
在
、

役
場
や
銀
行
な
ど
の
窓
口
で
個
人
住
民
税

を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
10
月

か
ら
、
個
人
住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で
年
齢
が
65

歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

・
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
方

・
月
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
ま

た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
等
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方

　
（
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
と
同
様
）

　

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業
年
金
な

ど
を
含
む
す
べ
て
の
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
額
に
応
じ
た
税
額
が
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

○
対
象
と
な
る
方

○
対
象
と
な
る
税
額

○
対
象
と
な
る
税
額

　

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

　

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
で
は
、
受
給
者
が
支
払
う
べ
き

個
人
住
民
税
を
社
会
保
険
庁
な
ど
の
「
年

金
保
険
者
」
が
町
へ
直
接
納
め
ま
す
。
受

給
者
に
は
、
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
を
差

し
引
い
た
金
額
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
な
ど
へ
足

を
運
ぶ
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税
の
お
支
払

い
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で
、
新
た
な
負

担
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
開
始
は
平
成
21
年

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
の
税
額
の
半
分

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
６
月
及
び
８
月

に
普
通
徴
収
（
納
税
通
知
書
に
よ
り
お
支

払
い
い
た
だ
く
方
法
）
に
よ
り
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る

個
人
住
民
税
及
び
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
の
方
法
に
よ
り
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
２

○
開
始
時
期

○
開
始
時
期

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で

　

個
人
住
民
税
を
納
税
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
公
的
年
金
に
係
る
所
得
に
対
す
る
個
人
住
民
税

（
県
民
税
・
町
民
税
）
の
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
票
は
５
人
ま
で
を
１

件
と
し
て
、
戸
籍
の
附
票
は
１
枚
を
１
件

と
し
て
手
数
料
（
１
件
３
０
０
円
）
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
は
、
人
数
や
枚
数
の
制
限
を
な

く
し
、
同
一
世
帯
を
１
件
、
１
戸
籍
を
１

件
と
し
て
手
数
料
（
１
件
３
０
０
円
）

を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

住
民
票
や
戸
籍
の

　
　
　
　
　

附
票
に
つ
い
て

　

住
民
票
や
戸
籍
の

　
　
　
　
　

附
票
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
土
地
に
関
す
る
証
明
は
10

筆
ま
で
を
１
件
と
し
て
、
家
屋
に
関
す
る

証
明
は
７
棟
ま
で
を
１
件
と
し
て
手
数
料

（
１
件
３
０
０
円
）
を
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
は
、

証
明
書
類
１
枚
に
つ
き
手
数
料
（
１
枚

３
０
０
円
）
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
土
地
、
家
屋
そ
れ

ぞ
れ
別
々
に
証
明
し
て
き
た
も
の
も
、
１

枚
に
ま
と
め
て
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

住
民
票
や
戸
籍
に
つ
い
て

町
民
課
町
民
班

　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
１

土
地
や
家
屋
に
つ
い
て

税
務
課
税
務
班

　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
２

　

 

土
地
・
家
屋
に
関
す
る

　
　
　
　
　

 

証
明
に
つ
い
て

　

 

土
地
・
家
屋
に
関
す
る

　
　
　
　
　

 

証
明
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
各
種
証
明
書
類
の
手
数
料
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　

証
明
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す　
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だまされないで！！
定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」にご注意ください！

　ご自宅に、町や国の職員を名乗った「定額給付金」
についての電話や郵便が届いたら、松田警察署又は
警察相談電話（♯９１１０）にご連絡ください。
【問合せ】企画財政課企画班
　　　　　（電話）７５－３６５２
　　　　　松田警察署
　　　　　（電話）８２－０１１０

　町では、現在、定額給付金の給付に向けた準
備を進めています。具体的な給付の方法などが
決まりましたら速やかにお知らせします。

注意　町職員を名乗り、給付金が給付されるの
で、キャッシュカードを持って金融機関
のATMに行くように、機械操作の不慣
れな高齢者等を誘導し、「指示どおりボ
タンを押してください」などと言葉巧み
にだまし、現金を振り込ませる。

注意　「定額給付金の給付に必要があるから」
などと言って、家族構成や個人名、銀行
口座番号などの個人情報を聞き出す。

※この他にも、様々な悪質な手口で被害に遭う
ことが懸念されますので、被害にあわないよ
うに注意してください。

絶対にありません、こんなこと！
●町や国などがATMの操作をお願いすることは、
絶対にありません。

●ATMを操作して、他人からお金を振り込んでも
らうことはできません。

●「定額給付金」給付のために、口座振込み手数
料などを求めることは絶対にありません。

●現時点で、町や国、警察などが町民の皆さんの
世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照
会することは、絶対にありません。
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
総
務

省
消
防
庁
が
開
発
し
、
整
備
を
進
め
て
い

る
「
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
大
規
模

な
自
然
災
害
や
武
力
攻
撃
等
に
つ
い
て
の

情
報
を
、
い
ち
早
く
住
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
」
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
対
処
に
時
間
的
余

裕
が
な
い
自
然
災
害
等
に
つ
い
て
、
国
か

ら
住
民
ま
で
瞬
時
に
情
報
を
伝
達
す
る
こ

と
が
で
き
、
住
民
に
早
期
避
難
や
予
防
措

置
等
を
促
し
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
へ
は
、
次
の
順
序
で
緊
急

事
態
の
情
報
が
伝
達
さ
れ
ま
す
。

◆
全
国
瞬
時
警
報

　
　
　
シ
ス
テ
ム
と
は

◆
全
国
瞬
時
警
報

　
　
　
シ
ス
テ
ム
と
は

◆
情
報
伝
達
の
順
序

◆
情
報
伝
達
の
順
序

①
緊
急
事
態
情
報

　

自
然
災
害
や
武
力
攻
撃
等
緊
急
事
態
の

発
生
後
、
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
気
象

庁
に
、
武
力
攻
撃
に
つ
い
て
は
内
閣
官

房
に
情
報
が
入
り
ま
す
。

②
消
防
庁
へ
情
報
伝
達

　

気
象
庁
ま
た
は
内
閣
官
房
は
、
入
っ
て

き
た
情
報
を
消
防
庁
へ
伝
達
し
ま
す
。

③
町
へ
情
報
伝
達

　

消
防
庁
は
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
経
由

で
町
役
場
屋
上
に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ

へ
送
信
し
ま
す
。

④
町
民
へ
の
情
報
伝
達

　

町
が
緊
急
情
報
を
受
信
す
る
と
、
防
災

行
政
無
線
が
自
動
起
動
し
、
そ
の
緊
急

情
報
の
種
類
に
応
じ
た
情
報
が
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
さ
れ
ま
す
。

○
緊
急
地
震
速
報

　

震
度
４
以
上
の
地
震
が
起
こ
る
こ
と

を
予
測
し
た
場
合
、
チ
ャ
イ
ム
音
の
後

「
大
地
震
で
す
。
大
地
震
で
す
。」
と
放

送
さ
れ
ま
す
。

○
東
海
地
震
予
知
情
報

　

東
海
地
震
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
チ
ャ
イ
ム
音
の
後
に

情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

〇
武
力
攻
撃
等
情
報

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
や
航
空
機
攻

撃
、
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃

や
大
規
模
テ
ロ
情
報
等
が
サ
イ
レ
ン
の

後
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
か
ら
緊
急
情
報
が
放
送

さ
れ
た
と
き
は
、
あ
わ
て
ず
身
の
安
全
を

確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

か
ら
情
報
を
得
る
と
と
も
に
、
町
か
ら
の

情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
３

◆
緊
急
情
報
の
種
類

◆
緊
急
情
報
の
種
類

◆
緊
急
情
報
が

　
　
　
放
送
さ
れ
た
ら

◆
緊
急
情
報
が

　
　
　
放
送
さ
れ
た
ら

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

  （
Ｊ

−

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）運
用
開
始

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、
地
震
等
の
緊
急
情
報
を
瞬
時
に
知
ら
せ
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。



広報やまきた　平成21年3月号　No.649 �広報やまきた　平成21年3月号　No.649�



広報やまきた　平成21年3月号　No.649 10広報やまきた　平成21年3月号　No.64911



広報やまきた　平成21年3月号　No.649 10広報やまきた　平成21年3月号　No.64911



広報やまきた　平成21年3月号　No.649 1�広報やまきた　平成21年3月号　No.6491�



広報やまきた　平成21年3月号　No.649 1�広報やまきた　平成21年3月号　No.6491�



広報やまきた　平成21年3月号　No.649 1�広報やまきた　平成21年3月号　No.6491�

　

私
の
両
親
と
祖
母
が
同
居
す
る
た
め
、

家
を
建
て
る
の
を
き
っ
か
け
に
、
４
か
月

だ
っ
た
心
音
と
３
人
で
一
緒
に
住
む
こ
と

に
な
り
、
そ
の
こ
ろ
住
ん
で
い
た
大
井
町

か
ら
山
北
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
３
人
家

族
か
ら
大
家
族
に
な
り
、
心
音
は
明
る

く
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ
る
元
気
な

子
で
、
我
が
家
の
中
心
人
物
で
し
た
。

　

心
音
が
１
歳
１
か
月
の
と
き
に
、
２
人

目
が
お
腹
に
居
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ

か
ら
反
抗
気
味
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

抱
っ
こ
し
て
ほ
し
い
時
期
な
の
に
、
切

迫
流
産
を
し
か
け
た
り
と
、
な
か
な
か

抱
っ
こ
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
・
・
・
。

　

平
成
19
年
11
月
に
勇
心
が
誕
生
。
男
の

子
だ
か
ら
大
変
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
ま
り
夜
泣
き
も
せ
ず
、
手
の
か
か

ら
な
い
子
で
助
か
り
ま
し
た
。
今
の
２
人

は
、心
音
は
３
歳
に
な
り
言
葉
も
わ
か
り
、

毎
日
家
で
飛
び
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
デ
ィ

ズ
ニ
ー
の
プ
リ
ン
セ
ス
に
憧
れ
て
、
シ
ン

デ
レ
ラ
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
心
音
も
４
月
か
ら
、
幼
稚
園
に
行

き
ま
す
。
今
反
抗
期
も
あ
る
の
で
・
・
・

す
ご
く
心
配
で
す
。
お
友
だ
ち
が
で
き
る

か
な
？
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
け
る
か

な
？
と
。

　

勇
心
は
１
歳
３
か
月
に
な
り
、
歩
く
の

が
早
か
っ
た
の
で
今
は
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
音
楽
が
流
れ
る
と
踊
り
、
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
ま
す
。
兄
弟
喧
嘩
も
し
ま

す
。
今
ま
で
は
勇
心
が
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
け
ど
、
今
は
自
分
か
ら
向
か
っ
て

い
っ
て
叩
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
男
の
子
で
す
ね
。
一
緒
に
遊
ぶ
と
き
は

２
人
で
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い
な
が
ら
遊
ん
で
い

ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
る
と
、
兄
弟
っ
て

い
い
な
★
２
人
産
ん
で
よ
か
っ
た
な
。
と

思
い
ま
す
。

　

勇
心
が
生
ま
れ
、
ま
す
ま
す
大
家
族
に

な
り
、
我
が
家
は
い
つ
も
賑
や
か
で
す
。

普
段
は
、
み
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で

家
事
を
す
る
の
も
、
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
る
お
か
げ
で
、
子
守
り
を
し
て
も

ら
っ
た
り
、
一
緒
に
食
事
の
支
度
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
家
族
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
と
学

び
、
２
人
と
も
い
い
子
に
育
っ
て
く
れ
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
亜
美
さ
ん
）
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幼お
さ
な
が
お
顔
の
こ
し
て
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
月
桂
冠
か
ぶ
り
し
隣
り
の
好よ
っ

ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾　

崎　

勝　

子

（
評
）
嫌
な
事
件
の
多
い
昨
今
、
尾
崎
好
美
さ
ん
の
東
京
マ
ラ
ソ

ン
で
の
優
勝
は
、
山
北
町
民
に
と
っ
て
心
踊
る
快
挙
で
あ
っ
た
。

家
が
隣
り
で
あ
る
作
者
は
幼
い
頃
か
ら
見
知
っ
て
い
る
彼
女
が
、

月
桂
冠
を
被
っ
た
姿
に
言
い
し
れ
ぬ
喜
び
を
感
じ
た
事
と
思
う
。

結
句
を
「
隣
り
の
好
ち
ゃ
ん
」
で
し
め
た
の
も
効
果
的
で
あ
る
。

（
大
野
和
枝　

記
）

イ
タ
リ
ア
に
ス
ペ
イ
ン
に
旅
せ
し
こ
の
帽
子
今
は
被
り
て
庭
の
草

引
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯　

山　

栄　

子

老
い
そ
め
し
身
に
寒
の
冷
え
厳
し
く
て
一ひ
と
ひ日
の
リ
ズ
ム
乱
れ
は
じ

め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

崎　

英　

子

異
常
な
け
れ
ば
通
知
せ
ぬ
と
の
検
診
を
受
け
て
ひ
と
月
の
早
過
ぎ

ん
と
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉　

山　

す
ず
江

逝
き
し
息こ
子
は
師
走
の
生
れ
立
ち
日
来
て
夜
着
敷
き
く
れ
し

三み
と
と
せ

十
年
思
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薮　

田　

テ　

ル

松
の
み
を
求
め
蝋
梅
と
南
天
を
取
り
交
ぜ
今
年
の
玄
関
を
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

谷　

ト
ヨ
ミ

凍
て
つ
け
る
鈴
鹿
を
越
え
て
通
い
い
し
甥
は
工
場
の
閉
鎖
を
言
い

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

菅　

久　

子

放
課
後
を
遊
び
遊
び
て
帰
る
子
等
の
は
じ
け
る
笑
い
カ
バ
ン
ゆ
る

る
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

田　

け
さ
み

先
住
の
句
碑
を
洗
い
て
採
拓
す
浮
出
で
し
仮
名
の
今
に
伝
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真　

田　

茂　

子

春
に
蒔
き
楽
し
み
貰
い
し
千
日
紅
今
年
名
残
の
花
と
な
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

久　

子

両
足
に
木
綿
の
糸
の
輪
を
掛
け
て
手
繰
れ
る
指
に
冬
の
日
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

節　

子

雨
に
濡
れ
草
に
落
ち
い
る
ム
カ
ゴ
幾
つ
拾
い
ぬ
明
日
の
飯
に
炊
か

ん
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

野　

和　

枝

兵
馬
俑
よ
り
出
で
し
古
銭
か
半
両
貨
銭
額
に
斂お
さ

め
て
折
に
お
ろ
が

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

部　

匠　

司




